
 

６月は人権月間として、全学級で教材をとおして、人間として大事なことを学びました。そして、その学びを 

全校児童で共有するのが「みなみっこ集会」です。何を学び、どのように深く考えたのか。これからの自分たち

の生活にどう活かしていくのか。これからの自分の在り方はどうしていくのか。それぞれの発達段階で精一杯考

え、それを伝え合っていきました。多くの保護者の温かい眼差しに包まれながら、みなみっこたちは、人間とし

てまた一つ階段を上りました。 

 人間とは、字のごとく、人と人の間で生きるもの。だからこそ、人を想う心が重要です。でも、これが難しいの

です。自分の心は見えても、人の心は見えないから。だからこそ、 

毎日の生活の中で、何が温もりで、何が冷たさなのか、人の震え 

る心や踏ん張るたくましさなどを見つめていくことが大切です。 

一つ一つの事象に立ち止まって考えることで、人の痛みがわかる 

感性が育っていきます。人の笑顔を生み出す実践力が高まります。 
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人を想う実践力を高める～みなみっこ集会から～ 

 

対話力を高める～コミュニケーションタイム～ 

 学力向上のための取組として、朝活動の時間に「コミュニケー
ションタイム」を設定することにしました。目的は対話力を高め
ることです。相手や内容を意識しながら、質問したり、自分の考
えを表現したりしながら、多様性を互いに受け入れ、新たな道を

生み出し、共に創造していく力の土台を育てていきます。 
 今回は、ペアで質問し合って互いの共通点を 
見つけ合うゲームを通して、質問することで相 
手のことを知る楽しさに気づかせることをねら 
いとしました。 
 

問題を子どもに返す～算数レンジャーの取組から～ 
 本校は、菊陽町教育委員会から学力充実研究指定を受けて、算数の授業づくりの研究を進めています。昨年度の取組の成果とし

て、子どもたちの「わかった」「できた」という実感が高まったことが挙げられます。一方、問題（点）としては、算数の「楽しさ」

まで実感するに至っていないことです。その点を重点に、今年度の研究を進めているところです。 

 さて、「問題を子どもに返す」とはどういうことかと言うと、問題の解決を大人だけが行うのではなく、子どもたちに投げかけて

（話をして）、その問題の解決のために何ができるのか自分たちで考え、自分たちで動いていけるよう働きかけることです。 

 今回は、算数の楽しさを広く子どもたちに伝えるために、「算数レンジャー」を募集し、組織していきました。なんと１７名の子

どもたちが算数レンジャーになるべく集まってくれました。 

 そこで決まった内容は、一つ目は、「チャレンジ算数問題」を初級・中級・上級の三種を作って掲示し、たくさんの人に問題を解

いてもらって、楽しさを知ってもらうこと。二つ目は、自分の強み（得意なこと）を活かして活動することです。本が好きな人は

本で調べたり、タブレットが得意な人はインターネットで調べたりしながら問題を作ります。イラストが得意な人は、ポスターや

キャラクターを描いたりして、「チャレンジ算数問題」のことをたくさんの人に知ってもらいます。 

 この算数レンジャーのスタート会の場にいて、脚色抜きでうれしくてたまりませんでした。学校全体の問題を解決するために多

くの子どもが集まってくれたこと。ここに、本校の根っこに流れる豊かなエネルギーを感じました。 

 現在、掲示板（算数チャレンジコーナー）には、子どもたちが考えた問題、それを受けての回答用紙、ポスターやキャラクター、

イラスト入りの楽しい回答箱が並んでいます。今、まさに、子どもたちの自主活動が始まりました。「校長先生、〇〇ができまし

た！」と活動報告を、にこにこ笑顔で、生き生きとしてくれます。そんな時に感じるのです。『あぁ、これこそ、「生きる力」だな

ぁ。課題解決に向けて、あらゆる方法を使って、友達と協働して動いていく。こんな力を高めた子どもたちが、将来の菊陽町、日

本、そして世界を創っていってくれるにちがいない！』と。 

  

 

 

 

 学校便り第８号でお知らせした能楽ワー
クショップの様子が、ケーブルテレビ（Ｊ：
ＣＯＭ）で放送されます。 
７月１３日（土）の１１時か 

ら放送される「ジモト トピ 
ックス」で紹介されます。 
あわせて、地域情報アプリ 
「ど・ろーかる」でも配信 
されるそうです。 
 

 

放送日：７月１３日(土) 


